
平成３０年度  今泉小学校 学校評価書 
※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 
◇基本目標  豊かな人間性をもち，主体的に判断・行動し，自らの向上と社会の発展を目指してたくましく

生きる児童を育成する。 

◇具体目標 1 明るく思いやりのある子（思いやり） 

2 自ら考え進んで学ぶ子 （創造力）       

3 元気で，やりぬく子  （体力・気力）  

合言葉「今泉の子 やさしく かしこく たくましく」 
 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 
「明るく 楽しく 喜びいっぱい 心のふるさと今泉小」（キャッチフレーズ）の創造 
家庭，地域の信頼と協力の基，誰もが夢や希望を抱き，喜びややりがいをもって生き生きと生活し個々の力を

伸長できる，児童，家庭，地域とともに歩む学校 
 
３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

○(1) 自ら進んで考え，楽しく学び合う人づくり 

・学習のねらいをより具体化・明確化する工夫と，地域教育力の積極的な活用 

(2) 当たり前のことが自然にできる人づくり 

・縦割り班活動（にこにこ活動）の充実と，地域ぐるみのあいさつ運動 

○(3) 自ら健康や体力づくりに励み，たくましく生きる人づくり 

  ・体育授業や体育的行事等の充実と，家庭との連携を図った食育の推進 

(4) 愛情や誇りを感じ，夢や希望のもてる学校づくり 

  ・児童が今泉小のよさを実感し，愛情や誇りのもてる学校経営 
○(5)９年間の学びをつなぎ，地域とともに歩む学校づくり 

 ・地域内小中学校，保護者，地域，団体，企業などとの連携・協力体制の構築 

 (6)教職員がやりがいをもち，いきいきと勤務できる学校づくり 
 
 
 
 

 
４ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【 学 校 運 営 】 
○「地域はみんなの学校」を目指し，地域内小中学校，保護者，地域，団体，企業などとの連携・協力体制 

を構築し，地域の教育力を生かした教育活動の工夫・充実を図る。 

・さまざまな「ふれあい」と「学び合い」により，たくさんの「よろこび」を味わうことで自信を深め， 

個々の力を伸長できる学校づくりをする。 

・さまざまな働き方改革の視点から，校内の業務の適正化を目指し，勤務時間を意識した働き方を推進す 

る。 
【 学 習 指 導 】 

めあてを明確に提示することと振り返りの時間を確保すること，適切な場面で学び合えるようにすること 

で児童の主体的な学習活動参加を促進し，積極的な自己表現力とコミュニケーション能力の向上を目指す。 

 ◆研究課題（テーマ）「自ら考え進んで学び合う児童の育成をめざして」 
～主体的参加を促す授業デザインの工夫(特別の教科 道徳を軸に)～ 

【 児 童 生 徒 指 導】 
○家庭・地域・学校園と連携して取り組む安全・安心の学校づくり 

～人とのつながりを大切にし，自分の成長を意識できる児童をめざして～ 

【健康（体力・保健・食・安全】 
 ○一人一人の児童が主体的に，楽しく生き生きと活動できる充実した体育授業の展開 

[泉が丘地域学校園教育ビジョン] 

 望ましい人間関係をつくり，進んで学び合う児童生徒の育成 

  ～学びの泉 おもいやりの泉 げんきの泉～ 



５ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 
評 価 

学

校

運

営

の

状

況 

Ａ１ 学校は，活気があり，明

るくいきいきとした雰囲

気である。 

【数値指標】 

全体アンケート「私は今の学校

が好きです」 

⇒児童の肯定的回答９０%以上 

 

 

 

 

 

① 縦割り班活動を充実させ，集会

活動，「仲良しタイム共遊」な

ど，いきいきと活動できるよう

に努める。 
② 異学年交流よる縦割り班清掃活

動等，協力したり助け合ったり

する活動の充実に努める。 
③ 発達の段階に応じた係活動や委

員会活動，行事を通して学校へ

の帰属意識を高めるようにす

る。 

 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ２ 教職員は，組織の一員と

して熱心に教育に当たっ

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート「先生は，大切

なことを熱心に指導してくれ

る」 

⇒児童の肯定的回答９５%以上 

 

 

 

 

 

① 教育公務員として自覚を深める

とともに人権意識を高め，すべ

ての児童に公平に接する。 
② 児童個々のよさを見取り，褒め

て伸ばすため，学習情報システ

ム等を利用し，全児童を全職員

で認め励ます情報交換をするな

ど，温かい指導に努める。 

③ 日常の研修と風通しのよい職場

環境をさらに充実させ，組織で

子どもたちを見守っていく。 

 
 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ３ 児童は，授業と生活のき

まりやマナーを守り，秩序

があり安全な学校生活を

している。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，授業

と生活のきまりやマナーを守

って生活している」 

⇒児童の肯定的回答８５%以上 

 

 

 

 

 

 

 

① 家庭や地域社会との連携を充実 

させ，「今泉小のあたりまえ」（挨

拶・廊下の歩行・次の準備・身だ

しなみ・言葉遣い）を指針にさら

なる学級指導や全体への児童指

導を通して規範意識を高める。特

に廊下歩行を重点とする。 

② 「友達アンケート」に「今泉小あ 

たり前五か条」のチェック項目 

を入れ，振り返りをさせること 

で意識を高める。 

③ 毎月の安全点検や安全指導の徹 
底を図り，児童が安全で快適に 
生活できるように努める。 

 
 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 
 



Ａ４ 教職員は，分かる授業や

児童にきめ細やかな指導

を行い，学力向上を図って

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート「先生方の授業

は分かりやすく，一人一人に丁

寧に教えてくれる」 

⇒児童の肯定的回答９５%以上 

 

 

 

 

 

 

 

① 校内研修等で，授業を互いに公

開し，互いに高め合いながら授

業力の向上に努める。 

② ねらいを明確にした分かりやす

いきめ細かな授業を工夫し，基

礎・基本の定着を図る。 
③ 授業の展開や学習形態を工夫し

学び合う学習を推進する。 
④ TT による指導や少人数による

習熟度別学習を充実させ，個に

応じたきめ細かな指導に努め

る。 
⑤ 今泉人材バンクや地域の施設を

活用した体験的な学習を推進す

る。  
 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ５ 教職員は，いじめが許さ

れない行為であることを

指導している。 

【数値指標】 

全体アンケート「先生方は，い

じめが許されないことを熱心

に指導してくれる」 

⇒児童の肯定的回答９０%以上 

 

 

 

 

 

 

① 「今泉小学校いじめ防止基本方 
針」のもと，いじめの早期発見･

早期対応や全校体制での支援に

努める。また，実際に行ってい

るいじめ対策をより積極的に公

表するよう努める。 
② 学年だよりに「友達アンケート」

についての記載をして，啓発に

努める。 
③ 各教科・道徳・学級活動・日常 

生活の指導を通し，いじめを許 
さない児童の育成に努める。 

 
 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ６ 日課，授業，学校行事な

どの教育課程は，適切に実

施されている 

【数値指標】 

全体アンケート「学校の日課，

授業，行事などは，適切に実施

されている」 

⇒保護者・教職員の肯定的回答 

９０%以上 

① 学校マネジメント評価や学校評

価（校内）の結果を検証し，工

夫・改善をしながら適正な実施

を推進する。 
② 学習指導要領等に基づく授業時

数の確保に努めるとともに，年

間を通して行事を適切に実施す

る。 
 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ７ 学校の公開や情報の積

極的な発信・提供が行われ

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，学校

便りや学校公開などで，積極的

に情報を発信・提供している」 

⇒保護者・地域住民の肯定的回

答９０%以上 

① 授業参観や学校公開日を設定

し，開かれた学校づくりに努め

る。   
② 学校便り，学年便り，その他各種

便りやホームページなどで，継

続して情報公開に努め，地域，保

護者と課題を共有し課題解決を

図っていく。 

 

 

 
【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



Ａ８ 学校と家庭・地域・企業

等との連携・協力を図った

学校づくりが推進されて

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，家庭・

地域・企業等と連携・協力して，

教育活動や学校運営の充実を

図っている」 

⇒保護者・地域住民の肯定的回

答９０%以上 

 

① 今泉小地域協議会を有効活用

し，学校運営の充実を図る。        

② コーディネーター等と連携し， 
地域人材や地域資料を有効活用

した教育活動を推進する。ま

た，保護者にもさらにボランテ

イア等の協力を仰ぎ，学校と家

庭との連携も強めていく。 
③ 地域や学校園との連携・協力を

より一層推進する。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ９ 校内は，学習にふさわし

い環境となっている。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，荷物

や備品が整理整頓されるなど，

学習しやすい環境である」 

⇒保護者の肯定的回答 

８５%以上 

 

 

 

 

 

 

① 学習効果を高めるために，教材

教具などの備品を利用しやすい

環境づくりに努める。 

② 壁面や廊下等を活用し児童の作

品や参考資料を掲示したり，掲

示ボランテイアの協力を得たり

して，学習や活動の意欲を高め

る環境づくりを推進する。 

② 落ち葉清掃，花壇美化活動など

を通し，児童と教師がともに環

境美化に取り組んで行くととも

に花壇ボランテイアの協力も得

て環境整備に努める。 

 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ10 学校は，「小中一貫教育・

地域学校園」の取組を行っ

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，小学

生や中学生が交流する活動を

行っている」 

⇒児童の肯定的回答８０%以上 

 

① 地域学校園共同開催行事「駅東

公園清掃」を計画的・継続的に実

施し，中学生との交流を深める。 
② 各種便り等で，相互乗り入れ授 

業や宮っこチャレンジ・公園清 
掃等について，積極的に発信し 
ていく。 

 
 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ11 多様な専門性を有する

学校スタッフの活用によ

り，教員の業務が縮減され

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート「多様な専門性

を有する学校スタッフの活用

により，教員の業務が縮減され

ている」 

⇒教職員の肯定的回答８５%以 

 上 

 

① 定期的な SC の活用により，保護

者への教育相談や児童指導の充

実を図り，教員の業務負担を軽

減する。 
② 個に応じた配慮を要する際に，

かがやきルーム担当者や日本語

教室担当者等と連携して指導す

ることで，教員同士の負担感を

軽減する。 
 
    
 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



Ａ12 教員は多様な専門性を

有する学校スタッフと円

滑なコミュニケーション

が図れている。 

【数値指標】 

全体アンケート「多様な専門性

を有する学校スタッフと円滑

なコミュニケーションが図れ

ている」 

⇒教職員の肯定的回答８５%以 

 上 

① 学年会やブロック会など話合い

の場を設け，多面的・多角的に問

題点を検討し，解決策を見出し

ていく。 
② 学校医を活用した研修会を開い

たり，SC と定期的に相談したり

して，その専門性を生かした児

童指導に取り組む。 
 
 
 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ｂ１ 危機管理対策等を充実

させる。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校は，安全

な登下校，不審者対策等の安全

管理に努めている」 

⇒保護者・地域住民の肯定的回

答８５%以上  

 

① 地域とともに取り組む防災訓練

等を充実させる。 
② 保護者や地域との連携を図り，

下校時の見守り等の体制を工

夫・強化する。 
 
 

 

【達成状況】 
【次年度の方針】 

教

育

活

動

の

状

況 

生 

 

活 

Ａ13児童は，進んであいさ

つをしている。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

時と場に応じたあいさつ

をしている」 

⇒児童・保護者・教職員・

地域住民の肯定的回答 

８０%以上 

 

 

 

 

 

① 率先垂範と児童・保護者への啓

発に努める。 

② 児童会主体で，あいさつ運動を

計画的・継続的に推進する。 
③ 小中一貫学校園と連携したあい

さつ運動の推進を図る。 

④「友達アンケート」にチェック項 

目を入れ振り返りを行い，児童の

自発的なあいさつを促す. 

⑤ 「親子で考えようあいさつ標語」

を募集しあいさつへの関心を高

める. 

 

 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ14 児童は，正しい言葉

づかいをしている。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

時と場に応じた言葉づか

いをしている」 

⇒児童・保護者・教職員・

地域住民の肯定的回答 

８０%以上 

① 発達の段階に応じ，計画的・継

続的に正しい言葉づかいの指導

を行う。 

② 家庭との連携を図り児童・保護 

者への啓発に努める。 

 

 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



Ｂ２ 学年・学級経営を充

実させ，望ましい人間

関係づくりに努める。 

【数値指標】 

全体アンケート「自分は，

友達と仲良く生活してい

る」 

⇒児童の肯定的回答 

９０%以上 

 

 

 

 

① クラス単位又は縦割り班で遊ぶ

時間を計画的に取り入れ，活動

の充実を図る。              

② ふれあい週間等を活用し，児童

一人一人と触れ合う時間を確保

したり，アンケートやＱ－Ｕ検

査等を活用したりして，問題行

動の早期発見･解決を図り，望

ましい人間関係づくりに努め

る。 

③ 定期的に児童指導に関する研修

を実施し，共通理解を図る。 

 

 

【達成状況】 
【次年度の方針】 

健

康

・

体

力 

Ａ15 児童は，進んで運動

する習慣を身に付け

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

休み時間や放課後などに

進んで運動している」 

⇒児童の肯定的回答 

９０%以上 

 

 

 

 

 

 

① クラス全員で共遊の時間をとっ

たり，「はばたけ今泉っ子」によ

る各種検定を実施したりするな

どして，意欲的・継続的に運動が

できるように努める。 

② 体育の授業では，「ミニマム」を

中心に各種運動，各領域の基本

動作が身に付くようにする。 

③ 本地区は運動ができる環境が十 

分に整っていないので，家庭で 

も行える運動等を紹介すること 

で，運動に親しむ素地を作って 

いく。 

 

 

【【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ16 児童は，栄養のバラ

ンスを考えて食事を

している。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

好き嫌いなく給食を食べ

ている」(嫌いな物でも１

口は食べている。) 

⇒保護者・児童の肯定的回

答９０%以上 

 

 

 

① 栄養士による授業や家庭との連

携を図り好き嫌いをなくすなど

健康的な生活習慣を確立する。 

② 給食だより・保健だより等の発

行を通して食の大切さや健康の

大切さを啓発する。 

③ お弁当の日（２回中１回は地域

学校園として共通の日）等を活

用し食への関心を高める。 

④ 食育チャレンジシートを実施

し，親子で基本的な食習慣の定

着を図る。 

 

 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



Ｂ５ 児童は，自分の歯

に関心をもち，食後

丁寧に歯磨きをして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート「自分

は，食後にていねいに歯

磨きをしている」 

⇒児童の肯定的回答 

８５％以上 

 

① 歯と口の健康に関する意識を高

めるために，学級担任と養護教

諭，学校歯科医が連携して，歯

磨きに関する授業や保健指導を

行う。 

② 保健だよりを定期的に発行する

とともに，むし歯のない児童を

表彰して歯磨きへの意欲を高め

る。 

③ 児童保健委員による１・２・３ 

年生への歯磨き指導を実施する 

④ CO，GO の児童の経過を診るため

に，臨時歯科検診を行い，治療が

必要な児童には治療を促す。 

 

【達成状況】 
【次年度の方針】 

学 

 

習 

 

等 

  

Ａ17 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

授業中に進んで話し合う

など，積極的に学習してい

る」 

⇒児童の肯定的回答 

９０%以上 

 

 

 

 

 

① 自分の考えを発表できるような

場を設けるとともに，自己表現

とコミュニケーション能力の向

上を目指した授業の工夫をす

る。 

② 地域学校園で作成した「家庭学

習の手引き」を活用して，児童・

保護者に家庭学習について啓発

する。 

③ 学業指導を充実させ，体験的学

習や問題解決学習を積極的に取

り入れ学習意欲の向上に努める 

④ 自主学習を奨励し，学年・学級及 

び一人ひとりの実態に合わせた

学習に取り組めるようにする。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ18 児童は，落ち着いて

学習に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は，

授業中に先生や友達の話

をよく聞くなど，落ち着い

て学習している」 

⇒児童の肯定的回答 

８５%以上 

 

① 授業において，基本的な聞く・話

す態度，返事や発表の仕方の定

着を図る。 
② 友達の話をよく聞いて，互いに

認め合う態度や自己肯定感を育

てられるよう工夫をしていく。 

③ 学習開始時刻の着席・学習用具

の準備・文字を書く姿勢等基本

的な学習習慣の定着を図る。 

 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ19 児童は，地域でのボ

ランティア活動や行

事に参加している。 

【数値指標】 

全体アンケート「児童は， 

地域でのボランティア活 

動や行事に参加している」 

⇒保護者・児童の肯定的回 

答８０%以上 

① 地域でのボランティア活動や行

事について，児童・保護者への啓

発に努める。 

② 地域学校園共同開催行事「駅東

公園清掃」に意欲的に参加する。 

③ 夏の夕べ・歩け歩け大会・防災訓

練・清掃活動など，地域の行事に

進んで参加する。 

 

【達成状況】 
【次年度の方針】 



Ｂ３ 学びあう学習の推 

  進 

【数値指標】 

全体アンケート「勉強は，

友達と学びあいながらし

て，分かりやすく楽しい」 

⇒児童の肯定的回答 

８５％以上  

 

① 学びあう「場」や「時間」を学習

の中に設定し実践に努める。 

②「読む・聞く・話す・書く・伝える」

とともに「友達の考えを受け入

れる」等の活動をさらに充実さ

せる。 

 

 

【達成状況】 
【次年度の方針】 

本

校

の

特

色

・

課

題 
等 

Ｂ４ 自分の学校のよさを実

感し，自校への愛情や誇り

がもてる 。 

【数値指標】 

全体アンケート「学校のよいと

ころや自慢できることを知っ

ている」 

⇒児童の肯定的回答８０%以上 

 

 

① 学校・学年行事等で児童の活躍

できる場を充実させ，充足感の

ある学校経営に努める。  

② 学校のよいところ，自慢できる

ところを縦割り班活動や創立 90

周年の諸活動を通して，具体的

に実感できるように努める。 

 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

〔総合的な評価〕 
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

 
６ 学校関係者評価 

 

 
７ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
 

 


